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シニアライフを楽しむ仲間たち
　牛久市シルバー人材センターでは、約 600 名
の会員が楽しい汗を流しながら、色々な分野に
就業し活躍しています。（４P：シルバー人材セ
ンターご案内）
　また、牛久市の各種行事に参加するほか、駅
前清掃、幼稚園等の遊具の塗装・植栽の剪定等
のボランティア活動を展開しています。
　このほか、総会終了後に落語会、ヴァイオリ
ンコンサート等を開催しているほか、会員の親
睦旅行を実施しています。趣味の会もゴルフの
「銀芝会」、蕎麦打ちの「銀そば会」、ブルーベリー

栽培の「ブルーベリーの会」、「魚釣り同好会」
等があり、会員同士の親睦を図っています。
　東日本大震災の際は、牛久市総合福祉センター
が避難場所となりました。牛久市シルバー人材
センターとして、お役に立ちたいのとの気持ち
から、避難者とのニュースポーツ：ディスコン・
ニチプレ（※）の交流を計画し、2日間にわたり実施
しました。

※�黄色い目標に向けて、２チームがそれぞれ赤と青の特殊な
ボールを投げたり、当てたりし、自分のボールを近づける
かを競うゲーム

ボランティア活動 うしくみらい
エコフェスタに参加ボランティア活動

会員の親睦
趣味の会

会員の親睦

保育園での遊具の
塗装

リサイクル・竹細工コーナーを開設

総会後の落語の会 銀そば会の蕎麦打ち研修バス旅行

東日本大震災被災者の皆さんとの交流
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平成25年度事業計画基本方針

　牛久市シル
バー人材セン
ターでは社会
奉仕活動を重
点目標にあげ
て取り組んで
います。牛久

市が主催する各種催事・行事に参加するほか、
幼稚園・保育園等での遊具の塗装・植木の剪
定をしています。
　また、毎月の第3水曜日には、牛久市役所
から牛久駅の間とひたち野うしく駅周辺での
シルバーセンタークリーン作戦を展開してい
ます。会員の皆さんが朝の9時に牛久市役所、
ひたち野うしく駅に集合し、清掃作業に取り
組み、楽しい汗を流しています。

　牛久市シルバー人材センターでは、高齢者
を対象としたパソコン教室を開催しています。
このパソコン教室は、ワード、エクセル、インター
ネット・電子メール、デジカメ等の講座で構成
されています。
　この講座を受講された方からは「孫との
メール交換を楽しんでいます……」「レベル
アップの講習を受けたい……」などの声が聞
かれ、今後も、更に充実したパソコン教室を
開催いたします。

　パソコン教
室の開催日等
については、牛
久市シルバー
人材センター
へお問い合わ
せください。

社会奉仕活動への取り組み 楽しいパソコン教室を開催

ボランティア活動で
楽しい汗を流しています

シルバー層の生きがいづくり

　当センターは、平成25年４月１日付で、特例
社団法人から公益社団法人に移行しました。公益
法人になりますと社会的信用の向上や公益という
ブランドの影響力、税制の優遇処置など、さまざ
まなメリットがあります。一方、多くの機関設置
義務や新会計基準等があり、公益法人維持コスト
の問題や公益認定基準の認定維持など難しい面も
あり、法人内部の各機関において、適正・的確な
運用を図らなければなりません。
　さて、震災復興も２年目となり、実効性のある
対応が期待される中、新政権による大規模な経済
再生対策もスタートし、センターを取り巻く情勢
も大きく変わることが予想されます。
　そこで我々は、元気で働くことによって、明る
い地域社会づくり、福祉の増進・向上に貢献して
いるということを再認識し、多くの仲間たちと喜
びや楽しみを共有できる環境・社会システムを構
築し、本年度は従来のことに「こだわらない、と
らわれない」という発想のもとに、事業の見直し
や創出活動を図って行かなければなりません。

１．公益社団法人制度の的確・適正な運用

２．会員の増強

３．就業先の拡大

４．社会奉仕活動の推進

５．安全・適正就業の徹底

６．広報活動の活発化

平成25年度重点目標
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コガモは、日本で一番小さな
水鳥です。牛久沼でも見ら

れますが、地味な目立たない存
在です。桜の花が水面に散って
かたまりとなって流れるさまを、
俳句の季語では「花筏」と云い
ます。この写真は、藤沢周平記
念館のある鶴岡城址公園の外堀
で撮影したものです。丁度、前
日に記念館が開館しました。
　城址のそちこちにある桜の花
が散り、その流れ寄る花筏の中
を、コガモが軌跡を残して寄り
添っていました。

会員
紹介
のこえ

会員NO.1084

文・山田範生

　関西転勤中、東京にいる娘が青い目の外国人
を連れて来た。純和風のレストランでの会食
後、突然二人が正座し私達に向き合った。“結
婚してオスロで生活します”と告白された。私
は唖然とし、唯々ため息。横
にいる妻は驚きと喜びで興奮
していた。
　結婚式は築地の老舗料亭で
行われた。嬉しいことに、は
るばるノルウェーの地から十
数人が民族衣装で出席してく
れた。娘の角隠し姿と花婿の
ブーナッド衣装、型破りの和
室での披露宴に双方の出席者
は盛り上がり大盛況であっ
た。
　退職後、私達夫婦にノル
ウェー行きのチャンスが訪
れた。乗継地のウィーンで
シェーンブルーン宮殿の旧
迎賓館に4泊。由緒あるゴー
ジャスな建物でリッチな気分
に浸ることができた。モーツアルト生誕250年
に当たり、私たち日本人夫婦はモーツアルトに
変装したチケット販売人の格好のターゲット。
早速、チケットを買わされ本場でのコンサート

やウィーン少年合唱団の歌声を満喫した。
　ノルウェー、オスロからはエヴン（娘婿）の
車と船で2000kmの旅をした。その間、エヴン
は時々携帯とパソコンを操作していたが、バカ
ンスではなく遠距離操作で仕事をしていたの
だ。日本では考えられないことだ。どの街も電
線がなく、カラフルでまるでおとぎの国に舞い
降りたような瞬間だった。観光船、ポラリス号
に宿泊し、ノルウェー両親も加わり6人でフィ

ヨルドクルーズをした。欧
米各国から老後生活をして
いる人々が、移り行く広大
な景色の中を、昼寝や会話
とティータイムを楽しんで
いた。日本人の私には2日
もあれば十分と思った。
　現在、仕事上アモイ（中
国）に在住する娘たち一家
は家族が5人に増えた。そ
れに伴い、私達も当然なが
らその都度、その国を訪れ
楽しんでいる。娘と3人の
孫は日本語、ノルウェー
語、英語、中国語を話す。
相手を見て言語が変わるこ
とに感心する。
　振り返ってみると、私達

夫婦は娘の前向きな行動力に影響され、いつの
間にか多方面の沢山の体験を楽しんできた。こ
れらの経験は、今後の生活を豊かにするであろ
うと確信している。

フ ォ ト 歳 時 記

娘の国際結婚で…

「花筏」
会員NO.796

撮影者・文：加藤　元廣

撮影地：山形県鶴岡市　撮影日：2010年 4月 30日



技術を要する分野

事務管理分野

管理分野 一般作業分野

サービス分野

外交分野

屋内外作業分野

029-871-1468
お問い合わせはこちらへ

シルバーにご注文したい方
シルバーで働きたい方

牛久市シルバー人材センター
会員になって一緒に働いてみませんか

あなたのそば
の頼れる存在

！
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ご支援ありがとうございます。

牛久市南2-34-13
電話 ８７２－６４６０

牛久市柏田町1589－3
電話 ８７２－１７７１

牛久市さくら台1-77-4
電話８７２－２９２１

賛助会員紹介

医療法人 つくばセントラル病院

〒300-1214 牛久市女化町859-3
牛久市総合福祉センター内

TEL．871-1468　FAX．871-0800

公益社団法人
牛久市シルバー人材センター事務局 岡見十字路

自然観察の森

至龍ケ崎市
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家事サービス
　（掃除・洗濯・
　 困り事お手伝い・
　 留守番等）
福祉サービス
　（身の回りの世話・
　 話相手等）
育児サービス
　（子守・送迎）等

事務所・工場内作業
農作業手伝い
荷造り・運搬・包装・梱包
チラシ・ビラ配り等

植木の剪定
襖・障子の張替え
大工仕事
刃物研ぎ
家庭教師
毛筆・筆耕
自動車運転
パソコン指導等

一般事務
経理事務
調査・集計事務
パソコン入力操作指導等

建物管理
　（ビル・アパート・
　  マンション）
施設管理
駐車・駐輪場管理等

販売員・店番
配達・集金
電気・ガスの検針等

除草・草刈
屋内清掃作業
屋外清掃作業
調理作業
　（皿洗い・配膳）等


